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日土小学校の保存再生要望書 
 
拝啓 時下ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。 
貴市の日土小学校は、近・現代を代表する建築として、国内はもとより国際的にも誇ることがで

きる貴重な存在です。その内容については今日多く語られ、ご承知のことと思いますので省略させ

ていただきます。 
2000 年に行った当協会の全国大会「内子」においては、プログラムの中に日土小学校が登場し、
建築家たちの関心を集めました。大会行事の中の見学会にも取り上げられ、会員は建物の実際に触

れて全国へ感動を持ち帰りました。以降同校と建築家・松村正恒（1913-93）への関心がふたたび高
まっています。それは、学校建築の新しい理論を取り入れて優れたデザインのもとに実現し、多く

の注目を集めた建設当時の状況が、今日においても実際に見られることです。松村理論は学校建築

を考えるときの原点を包含していることから、同校が現役の小学校であることを踏まえ、歴史的、

文化的遺産であるとともに現在に息吹く建築文化資産と考えます。 
建築家・松村正恒は八幡浜市役所勤務時代（1948-60）より日本におけるモダニズム建築のリーダ
ーとして活躍され、1990年には当協会第一号の終身正会員に選ばれました。彼の作品は日土小学校
を代表に、八幡浜はもとより日本の建築文化の誇りであり、今なお世界へと通じています。このこ

とは、当協会の友好団体である非政府組織（NGO）ドコモモ・ジャパンが、2000 年に行った
「DOCOMOMO Japan 20選」（2003年、100選に拡大）に、同校を選定したことにも表れていま
す。加盟各国からの 20選を収録し出版した『The Modern Movement in Architecture』に紹介され、
国際的に認知される存在となっています。 

 
今日における状況として、建設後の経年による老朽化は避けられず、各所に支障をきたしている

ものと思われます。先般の台風では屋根瓦、その他に被害があり、日常の使用に障害が生じたこと

も承知しています。また、社会環境の変化による児童数の減少などにも、対応を迫られていること

が想像されます。 
それらを乗り越えて、日土小学校の今後の存続を願うものです。 
貴市が同建物の改修計画の協議をしておられることを仄聞しておりますが、八幡浜市が建築文化

資産として世界に誇れる建築である日土小学校が、それにふさわしい活用法により、かけがえのな

い建築資産として後世に継承されますよう、特段のご配慮を賜りますよう切望するものです。 
そのために本会は建築の専門家集団として、日土小学校の建物の再生、存続に関わる助言、提案

を積極的にさせていただく所存であります。何卒よろしくご賢察のほど御願い申し上げます。 
敬具  
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